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　この夏、代表をお引き受けしてから三度目の全国大会を迎えた。
清里大会、新潟松代大会に続く、今回の明治大学生田校舎大会がそ
れである。清里では野田さんはじめ立教大学関係の方々に、新潟松
代では、小谷さん、高橋綾子さん、平塚さんにそれぞれお世話になっ
たし、今回は、管さん、波戸岡さんはじめ明治大学院生の方々のお
力添えを賜った。大会の詳細は本紙での報告記事に譲るとして、駅
から徒歩十数分、小高い丘に建つ瀟洒な校舎の、これまた立派なホー
ルでの大会は、今福龍太氏の講演、地元の歴史や文化を記録したド
キュメンタリー映画の上映、アイヌの方の貴重な文化遺産の証言、
若手研究者や院生の方々を中心とした熱のこもった研究発表など、
なかなかに充実した内容であった。毎朝、校舎の玄関にシーベルト
表示が掲載されるという状況の中での大会開催であり、大会実行委
員の方々には並々ならぬご苦労をお掛けしたことと拝察する。この
場をお借りして、あらためて御礼申し上げたい。
　さて、来年度の全国大会の会場については、役員会から近畿大学
での開催が提案され、総会でも承認された。大会実行委員長はニュー
ズレター編集委員の辻さんにお願いし、関西在住の会員の皆様のお
力添えを仰ぐこととなった。すでにフィールドトリップの心配をす
る気の早い人もいて、大阪ミナミの夜の探訪派と奈良に足を伸ばす
健全派とで意見が分かれている。両方やったらどうだ、との無責任
な少数意見もある。いずれにせよ、その近畿大学大会では、代表、
副代表以下、大幅な役員入れ替えをお願いしなければならない。ぼ
くがこうした駄文をご披露するのも今回を含めて、残り二回となっ
たというわけである。そこで、代表としての任期残り一年をきった
この時点で、本会が抱える問題点を以下に列挙して、新たな役員体
制を構築していただく際の参考に供したいと思う。ただし、役員会
や総会で話題になっているもののみならず、日頃個人的に思ってい
るものも含まれているのでご了承願いたい。

任期残り一年をきって任期残り一年をきって

代表　村代表　村　　上上　　清清　　敏敏（（金沢大学金沢大学））　　
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１ 会計の健全化
　ご承知のとおり、現在のところ会計は逼迫した状況
にはないが、生田前代表の代に産み出してくださった
剰余金を村上の代になって、毎年10万円以上取り崩
しているという現実がある。こうした現状が続けば、
近いうちに財政の破綻が懸念される。したがって、た
とえば支出の多くを占める会誌出版にまつわる出費を
低く抑えられないか検討するとともに、場合によって
は、会員の皆様に事情をお話しして、会費の改定をお
願いしなければなるまいと心配している。今回から
ニューズレターに広告を掲載することとなり、多少の
掲載料の収入は見込まれるものの、それに過剰な期待
をすることはできまいと思う。
　　　
２ ホームページの件
　本件に関するぼくの理解は、どれだけ説明を聞いて
も、五里霧中のままであるが、伺うところでは、歴代
のコンピューターセンター委員の方々のご努力、ご尽
力にもかかわらず、あまり使い勝手が良いとは言えな
いらしい。こうした時代であるからして、ホームペー
ジは、会誌、ニューズレターと並んで、本会の顔とな
るべき存在であるにもかかわらず、もしもそのような
現実があるとするなら、これを放置したままにするこ
とはできまい。村上を外して、喜納副代表を座長とす
る検討WGを役員会の中で早急に設置してもらい、来
る５月の役員会までには答申案を提示してもらえれば
と願っている。

３ ニューズレター、会誌投稿の活性化
　本件に関しては、これまでの役員会でもたびたび話
題になっているが、これといった解決策が見いだせな
いまま今日にいたっている。まず、ニューズレター記
事の投稿に関して言うなら、編集委員の方々は毎回原
稿集めに四苦八苦なさっているというのが実情であ
る。会誌が研究成果発表の場だとするなら、ニューズ
レターは会員の交流の場として位置づけられるだろう
から、編集委員が困るくらいの投稿を期待したい。ま
た、編集委員会でも、「会員の交流の場」としてのニュー
ズレターの性格が前面に出るよう、新たな企画を検討
するなど、引き続きご尽力願いたい。
　会誌について言えば、投稿規程の改正をとおして、
会員の皆様が投稿しやすくなるよう配慮を重ねたつも
りだが、まだまだ十分な成果があがっているとは言い
難い。編集委員会が慫慂論文の心配までしなくて済む
ようにならないものか。また、編集委員会としても、

小特集を組むなり、全国大会での口頭発表の成果を何
らかの形で生かすことも含めて、投稿数の増加に引き
続きのご尽力をお願いしたい。

４ 出版企画の検討
　野田さん、山里さん、生田さんの代には、会として
の出版物をそれぞれ世に問うたのに対して、村上の代
ではそうした成果が何もないことに、今頃になって気
がついた。研究助成委員の一人としても、会員の皆様
にはまことに申し訳なく思う。遅まきながら、来る５
月の役員会までには出版WGを編成して、新たな出版
物の企画・推進にあたってもらう手はずでいる。でき
れば、会の創立20周年を迎える2014年には、会とし
ての出版物を上梓できるよう願っている。

　最後に、今回の全国大会会場では、管啓次郎・野崎
歓編『ろうそくの炎がささやく言葉』（勁草書房、
1800円＋税）が展示・即売された。帯には「朗読の
よろこび、東北にささげる言葉の花束」、「ろうそくの
炎で本を読もう。31人の書き手による詩と短編のア
ンソロジー」とある。朝の早いぼくは、朝刊が届く前
に、ろうそくの炎ならぬ薄明を頼りに本書を毎日少し
ずつ読んだ。なかでも、冨原真弓、「樹のために―
カリン・ボイエの詩によせて」には胸が熱くなった。
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点や人種差別の問題に言及され、災害をめぐる言説や
災害文学をエコクリティカルに読む意味を再考する上
で示唆的な視点を提示されていた。
　「映画上映と監督講演」のセクションでは、由井英
氏が監督された映画『うつし世の静寂に』（2010年）
を視聴した。大会が開催された明治大学生田キャンパ
スも含まれている「川崎市北部」を舞台にしたこのド
キュメンタリー映画は、「念仏講」、「巡り地蔵」、「「谷
戸」の風土」、「初山獅子舞」（パンフレットより）を
追い、土地と人、自然と人、そしてそこに住む人々同
士の〈つながり〉を描いた作品である。上映後の監督
講演では、明治大学の菅啓次郎先生を司会に、由井氏
とプロデューサーの小倉美恵子氏とのトークセッショ
ンおよび質疑応答が行われた。スクリーンに映し出さ
れる、土地と、その歴史とともに日々の生活を送る人々
の姿とともに、質疑応答のなかで最も印象深かった言
葉は、「土地との関係によってアイデンティティが規
定され、コミュニティがつくられていく」という言葉
であった。土地を奪われるということが、人間同士の
つながりも、土地との歴史も、その人のアイデンティ
ティをも失うことになるのだということを、土地とと
もに生きる人々の姿を見ることで改めて感じることが
できた。
　喜納副代表の「閉会の辞」で全国大会は一端幕を閉
じたが、最終日の第三日目には、映画の舞台となった
生田緑地を散策するエクスカージョンが行われた。映
画のプロデューサーであり、ささらプロダクション代
表の小倉氏がコーディネーターを務めてくださり、映
画の終盤で描かれていた、約100年ぶりに初山獅子舞
が奉納されたとんもり谷戸（正八幡神社跡）を訪ねた。
実際に獅子舞が行われた場所には、奉納の際に地面に
埋め込まれた縄の跡（土俵のように円で囲ったもの）
がまだ残っており、本当にその場所に立っているのだ、
と感慨もひとしおだった。その後、小倉氏に土地のご

案内をしていただきながら生田緑地へと足を運び、岡
本太郎記念館の前で記念撮影をし、散会。充実した三
日間が終わってしまったことを惜しみつつ、来年の全
国大会でまた多くの皆さんとお目にかかれることを楽
しみにまた一年がんばろう、と思った最終日だった。

　普段、メーリングリストや書籍、雑誌論文などを通
してしかコンタクトできない方々と、実際にお目にか
かることができること。そして、新たな出会いのチャ
ンスに満ちていること。これこそが、学会の醍醐味で
あると、改めて感じることができた2011年の全国大
会でした。最後になりましたが、運営してくださった、
明治大学の菅啓次郎先生、波戸岡景太先生、そして、
明治大学の院生の皆さんに、感謝申し上げたいと思い
ます。本当に充実した三日間を気持ちよく過ごさせて
いただき、ありがとうございました。

（立教大学院生・山田悠介）
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ンと書籍の両方で講読できる学術誌 Qui Parle: Critical 
Humanities and Social Sciencesが “At the 
Intersections of Ecocriticism” という特集を組んでい
ることなどが報告され、相次いで刊行されるエコクリ
ティシズム関連の文献のアンソロジーを編纂すること
の重要性が語られた。これまでにも言われてきたこと
だが、異文化間、異分野間のコミュニケーションを促
進すること、ローカルとグルーバルをつなぐこと、ア
ングロアメリカ中心のエコクリティシズムから多様な
文化や地域を含むエコクリティシズムへ、といった提
言がなされた。Glotfeltyが1992年から2012年刊行予
定のものまでを含むエコクリティシズム関連文献リス
ト（５枚）を配布したのだが、不足して受け取れなかっ
たため、帰国後電子ファイルを送ってもらった。（欲
し い 方 は 茅 野 ま で ご 一 報 く だ さ い。
kayano@ed.meisei-u.ac.jp）
　３日目の朝の “Ecopedagogy Jam” と題する Paper 
Jam Sessionに、発表者の６人のうちの１人として参
加した。どれも教育実践の報告であり、教育現場にお
けるさまざまな工夫や取り組みを知ることができた。
子どもから大人まで楽しめるハイクを作るゲームで自
然に目を向ける活動や、ライティングを通して異なる
意見の合意点を探ることで環境倫理を学ばせる方法、
身近な環境を意識することのできた経験について学生
の書いたエッセイを本にし、それをテキストにする試
み（実際に学生の書いたエッセイの一つを読んでくれ
たが、色とりどりの野菜を育てている家庭菜園で働い
た経験について書かれていた）、ロマン派文学を国境
や著者の枠組みを超えた世界文学として読むことで、
新たな可能性を見いだす視点などが語られた。私は、
昨年度から始めた教員養成課程におけるアイヌ民族理
解のための体験型授業の取り組みと、その意義につい
て報告した。
　４日目の朝の “No Endangered Species: Local 
and Global Struggle for Ecojustice―Why Arts 
and Humanities are Crucial” と い う Paper Jam 
Sessionには、小さい教室にあふれるほどの聴衆が集
まった。Kimberly Ruffi  nが、黒人ハイカーが山を歩
いていて見せ物になってしまう “Black Hiker” とい
う短いビデオクリップ（“Funny or Die” のウェブサ
イトで見ることができる）を見せて、“ecological 
citizenship” の必要性を訴えたのを始め、アジア系や
メキシコ系女性文学をエコクリティシズムの視点で読
む試み、ニューヨークのブロンクスで自然と文化の多
様性を意識させる授業の実践等についての発表があっ

た。最後にElizabeth Ammonsが「人間は本質的にス
トーリーテラーである」、「我々が行動を起こすのは愛
情や感情によることが多い」、「人間の脳はデータから
よりも物語から多くを学ぶものである」と主張し、「語
り」や「文学」の重要性を訴えた。
　同日、“Unnatural Histories: Toxic Spaces, Bodies, 
and the Discourse of Survival” と題する Scholarly 
Paper Sessionがあり、アメリカで核汚染の犠牲となっ
た異なる世代の綴るメモワール、日本に強制移住させら
れ被爆した朝鮮人労働者の証言に基づいて書かれた原
爆小説、そして沈黙を破り語り始めた癌生存者のナラ
ティブ、及び癌を語るディスコースについての研究発表
があり、これまで見えなかった実態や問題が浮き彫りに
された。タイトルと発表者は次の通りである。“Memoir 
as a Style of Nuclear Toxic Literature”（伊藤詔子）、
“（Post）Colonial/Imperial Bodies and Atomic Bomb 
Narratives”（松永京子）、“From Silence to the Art of 
Telling: Breast Cancer after Rachel Carson”（浅井千
晶）、そして “Surviving the Discourse of Cancer”
（Maichael Gorman）。発表を聞きながら、日本の原発
事故が今まさに多くの新たな「文学」を生み出している
ことを思い、放射能とともに生きなければならないこの
時代に、「文学」の果たす役割について考えさせられた。
　４日目の午後のフィールドトリップの時間帯には、
原発事故の前から岩政さんが企画していたという「祝
の島」の英語字幕版が上映された。どんどん若い人が
減って行く小さな島で、30年もの間、自然と暮らし
を守るために原発反対を訴えてきた祝島のお年寄りた
ち。その生きる姿をそのまま伝える貴重な記録映画
だった。この場を借りて岩政さんに感謝を伝えたいと
思う。上映終了後、会場に残った参加者の間で原発に
ついて話す時間を少しもつことができた。この瞬間も、
世界中の原発では大量の核廃棄物を生み出し続けてい
る。今後ASLEの中からも脱原発に向けての活発な議
論や動きがあることを期待している。
　最終日のセッションと大会終了後のフィールドト
リップには参加できず、一足先に帰国しなければなら
なかった。後で確認したところ、次の大会開催場所は
北テキサス大学（University of North Texas）に決まっ
たそうだ。 
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彫刻刀を手にする二谷さんの手元がクローズアップさ
れ、となりには楓の木で作った器の底に彫った見事な
波模様の写真があった。このとき、ジャパニーズ・ガー
デンにあるパビリオンでは、カナダに隣接する地域の
先住民族（トリンギットやツィムシアンと呼ばれる民
族）とアイヌ民族の織物や着物を比較する工芸展「重
なり合う世界」が開かれており、その一環として木彫
りの実演が企画されたのである。
　９月に再びポートランドを訪れたときには、毎年恒
例になっているというアート・ショーがジャパニーズ・
ガーデンで開かれており、パビリオンの一隅に二谷さ
んのコーナーがあった。素材の美しさを活かし、丁寧
に磨かれた木の器がたくさん飾られており、前日に舟
の形をしたクログルミの器を購入した人が、もう一度
作品を見たくて訪れていた。地元の木で作られたシン
プルで暖かみのある器は、オレゴニアンの間で確実に
ファンの輪を広げていくことだろう。
　翌日、森林センターで、二谷さんが寄贈した木彫り
のクマを見ることができた。実物は実に迫力があり、
しばらく見とれていると、このクマを制作したときの
ことを話してくれた。木の中心部を使うと歪むので、
縦半分に割って、その半分を使って熊を彫ることにし
たのだそうだ。彫り終えるとワックスを塗り、下の方
から垂直に穴を５つ開けて空気を抜き、孫の代にもこ
のクマを見てもらえるように、ひび割れることのない
ようしっかり乾燥させて仕上げたのだという。
　その確かな技術は口伝えで広まり、フッド山の中腹
にある古いロッジの木製の家具や工芸品の修復、複製
作りも手がけるようになった。ティンバーライン・ロッ
ジ（Timberline Lodge）と呼ばれるこの大きなロッ
ジは、大恐慌下の1937年に、ローズヴェルト大統領
のニューディール政策の一つWPA （Works Progress 
Administration）によって建設されたもので、国定歴
史建造物になっている。オレゴンの豊富な木を使い、
細部までこだわって作られたロッジには、全て木製の
手作りの家具が置かれ、建物の内外のいろいろな場所
に動物の木彫が施されている。二谷さんは、古くなっ
て痛んでしまった家具を修理し、ひびが入り壊れそう
になっている木彫りの動物のレプリカを作る仕事を担
当している。2月に自宅の裏庭で作業中だった木彫り
の動物も、ロッジの階段の柱の上に彫られていたもの
をそっくりに作り直していたのだった。
　どんなに大変そうな仕事でも、「できる？」とたず
ねられれば「うん、できるよ。」と答え、一つ一つや
り遂げてきた二谷さんは、ロッジのディレクターの絶
大なる信頼を得て、頼りにされているのがよくわかっ
た。子どもの頃に身につけた確かな技術を磨きながら、
第二の故郷となったオレゴンで、大好きな木に囲まれ

て暮らす二谷さんは、最近、“Crafts in America” と
いうテレビ番組の取材を受けた。自分で工夫して作っ
た木彫りの道具を説明し、実際に木を彫る様子が撮影
されており、その映像がウェブで公開されている。
　ht tp : / /www.c r a f t i n amer i c a . o r g /wood /
story_72.php

追記：ポートランドは北海道とほぼ同じ緯度にあり、
気候もよく似ているが、冬の寒さはそれほど厳しくな
い。森が多く、北海道の森とほとんど同じ木が茂って
いるそうだ。野生のベリー類やキノコがたくさん採れ、
巨大なマツタケも生える。また、コロンビア川には秋
になるとたくさんのサケがのぼってくる。二風谷では、
昔は溢れるほどサケが上って来た沙流川にダムが作ら
れてしまい、サケが上れなくなってしまった。コロン
ビア川のダムは、サケが上るのを妨げないように作ら
れ、ふ化したサケを放流するとともに野生のサケの保
護をしているという。9月に訪れたときには、コロン
ビア川の支流で、地元の先住民が自由にサケを捕れる
時期を迎えて漁の準備をしていた。北海道では、伝統
文化保存のためといった理由で申請をして許可を得な
ければ、アイヌにサケ漁は認められていない。申請し
て認められたとしても、限られた場所で限られた数し
か獲ることはできないのが現状である。
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る「ふるさと」という概念を問い直すよう促している
ようにも思われる。
　彼女の書いた一連の歌詞は、よくよく眺めてみると、
驚くほど豊かな自然のイメージに溢れている。歌の中
には、いくつもの自然モチーフが登場する。これらの
中で印象的なものとしては、空、海、風、つばめ、か
もめ、魚、たんぽぽ、ひまわり等が挙げられるだろう。
興味深いことに、これらの自然モチーフは、人間の作
り出した境界線に阻まれることなく自由に拡がり、飛
翔し、越境していく力を有しているものばかりである。
彼女の歌う魚たちは、海の中で、易々と人間たちの作
り出した境界線を越えていく（「ファイト！」）。鳥た
ちは、人間が持ち得ない空からの視点で人間の社会を
見下ろしている（「地上の星」）。土地に根付いていた
たんぽぽも、時期が来れば、綿帽子となって千々に飛
んで行き、また新たな土地で根を張って、どこかへ飛
んでいく（「彼女の生き方」）。長い柵を挟んで銃声が
鳴り響く中、柵の向こう側に咲く一輪のひまわりは、
柵によって隔てられてはいても、その香りは、人為的
な境界線を越えて拡がっていく。太陽の光は、柵のこ
ちら側にも向こう側にも分け隔て無く降り注いでいる
のである（「ひまわり” Sunward”」）。
　人間は今までも境界線を作ってきたし、これからも
境界線を作り続けるだろう。皮肉にもそのおかげで、

この世には、均一的な単一文化ではなく、それぞれ地
域固有の文化が根付き育まれてきた、とも言える。こ
の世から境界線が無くなることはないだろうという現
実があるからこそ、彼女は、歌の中で、自然のモチー
フに、境界線とは分断し封じ込めるものではなく越え
ていくものである、という祈りを込めた願望を託して
いるのではないか。人種的、文化的差異に満ちたこの
世の中で、自然への愛情と関心が、人間を結ぶ共通の
言語、足場になることを、彼女の歌は示唆している。
　海外生活では、私たちは俄に旅人と居住者両方の視
点を有することになる。自分の慣れ親しんだ居心地の
良い領域から出て、未知の世界に、先ずは、旅人、よ
そ者として入り込み、次第に、居住者として生活し始
める。その中で、文化や生活習慣の差異に戸惑い、疎
外感や孤独を感じつつも、一方で、文化、言語が違っ
ても人間は人間なのだ、ということを学習していく。
旅人的感覚と居住者的感覚との間を往還する中で、私
たちの「border 感」は常に挑発され、意識化される。
二人の海外生活者が、border を歌い続ける中島みゆ
きの歌にハマったのは、ごく自然なことなのかもしれ
ない。「自然・環境」を共通キーワードとしての「旅人」
と「居住者」という二つの拮抗する視点の間の緊張と
バランスというテーマは、今日の環境文学的関心とも
大いに合致しているのではないだろうか。

　「小さな郵便切手ほどの生まれ故郷の土地」 
（Meriwether 255）をモデルにヨクナパトーファ・サ
ガを創作したウィリアム・フォークナーは、度々「自
分の環境と対峙する人間」への関心を語っている
（Gwynn 19）。小説家自身の言葉に引きつけられるよ
うに、フォークナー研究者の多くもまた、作中人物と
南部の「社会環境」との関わりに注目してきた。結果、
フォークナーは、「南部作家」として広く知られるよ
うになったといえる。だがその傍らで、フォークナー
文学の「自然環境」に目を留める批評の系譜も、脈々
と息づいてきた。ここでは、少年アイクの大熊狩りを

描いた中編、「熊」（1942）の批評史を概括してみたい。
　「熊」を扱った初期の代表的論文集、『熊、人間、そ
して神』（1964）の執筆者の一人、ジョン・ライデンバー
グによれば、「熊」は、ウィルダネスとの争いを通じ
人間が「純粋さ」を回復する物語であり、本質的に「自
然神話」である （160）。また、同書中、R.W.B.ルイス
は、アイクが「ウィルダネスの家父長」たる大熊との
決闘によって「モラルの解放」を達成する教養小説と
して同作品を読む（190）。このように初期の批評家た
ちは、総じて作中の自然を普遍化し、作品執筆当時の
作家を取り巻いていた自然環境には注意を払わない。
　フォークナー作品中の自然を歴史化する嚆矢となっ
たのが、『フォークナーと自然界』（1996）である。同
書中、ローレンス・ビュエルは、「環境保護論者の思想」
が台頭し始めた1930年代の深南部にあり、ミシシッピ
州がトップの材木産出量を誇る一方で、森林再生では
最下位に沈む史実を明るみに出す（11）。同時にビュ
エルは、このような状況下でフォークナーが、「ストー
ン大佐の保有地」の獲物を守るべく、「オカトバ狩猟・

　　現代ネイチャーライターの横顔

「ウィリアム・フォークナー」

大野　瀬津子（●九州工業大学）
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釣りクラブ」を組織したという伝記的事実にも触れる
(10-11)。ビュエルが「熊」に看取するのは、作家自
身が身を置いていた1930年代的な南部の「環境史」
や「環境保護思想」の反映に他ならない(11)。ビュエ
ルら環境批評家たちの手により、「熊」中の自然は、
歴史的文脈へと開かれることになった。
　こうしたアプローチは、最近の研究にも継承されて
いる。一例として、フォークナー作品内の「フィクショ
ナルな地理学」と南部の「ローカルな地理学」との関
係を詳細に検討した、チャールズ・エイケンの『ウィ
リアム・フォークナーと南部の風景』(2009)を挙げる
ことができるだろう(5)。エイケンは、「熊」で、アイ
クが「ロード・トゥ・ゴッド」と呼ばれるキツツキの
音を聴く場面に着目し、この鳥が1944年に絶滅した
とされている事実を指摘する。彼は「熊」に、執筆当
時の南部の自然環境が描き込まれていることを再確認
するのだ(164)。これらビュエルやエイケンの解釈に
照らせば、同時代の自然環境や生き物、環境保護思想
に敏感に反応していた作家の姿が透けて見えてくる。
環境批評は、「南部作家」の影に隠されてきた「ネイ
チャー・ライター」としてのフォークナーの横顔に光
を当てたといえよう。
　しかしこの稿を閉じる前に、「フォークナーはグリー
ンなのか？」というフランソワ・ピタヴィーの挑戦的
な論考に触れないわけにはいかない。彼は、フォーク
ナーが作品で「本当の人間と自然の関係」を描いてい
るのか、あえて疑問に付す(82)。彼によると、答えは
否だ。理由は、「熊」を含む『行け、モーゼ』(1942)
中のウィルダネスは、「空間自体」ではなく、「永遠」
に生きたいという人間の「願望」と、それが満たされ
ないことによる「不満」の「反映」であるからだ、と
いう(90, 94)。ピタヴィーの指摘は、「ネイチャー・
ライター」という肩書きからはみ出しかねないフォー
クナーの複雑さを暗示している。いみじくもエドワー
ル・グリッサンは、「この場所」を再創造するフォー
クナーの筆致が、「運動、躊躇、変遷、不確かな複数
のアイデンティティ、複数の真実」等の「何か」を揺
さぶるがゆえに、彼の世界を「フロンティア」とみな
す(227-28)。事実、フォークナーのテクストは、その
作者の全身を手持ちのファインダーの中に収めようと
する我々読者の眼前を軽々とすり抜けて、まだ見ぬ地
平へと我々を誘い続けるのである。
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　９月の初旬、東京の練馬区立美術館で開催されてい
た磯江毅の絵画展に行った。2007年に53歳の若さで
急逝した画家の初期作品から絶筆までを、約80点で
振り返る回顧展である。まずは、100cm×182cmの
大きな画のなかに、まるで宙に浮いているかのように
横たわる裸身の女性。《深い眠り》と題されたこの絵は、
女性の肉の弛みや皺、髪の毛一本一本にいたるまで精
緻に描き込まれている。静かな絵である。ほとんど観
念的と言ってもいいかもしれない。しかし、そのよう
な見方は違うようにも思える。磯江毅の絵を前にして
何かを語ろうとするとき、我々はどこかうしろめたい
気分を拭い去ることができない。
　2004年の個展に向けて書かれた文章のなかで、礒
江が写実画について述べている箇所がある。彼は、写
実的方法をもちいて自己表現することの「傲慢さ」を
感じとり、「写実は、むしろ、自己を抑え、対象物そ
のものの再現に徹することのなかに、表現意識を封じ
込んでいくこと（＝哲学）ではないか」と考えるが、
のちに、その考えをも疑問に思い、「表現するのは自
分ではなく、対象物自体である」という認識に至る。
そして、「その物が表現している姿から、どれだけ重
要なエレメントを読み取り、抽出できるかということ」
は、「角膜に受動的に映る映像を根気よく写す行為で
はなく、空間と物の存在のなかから摂理を見出す仕事」
だと考えるようになった。
　ここで礒江が用いている「摂理」という言葉は、と
もすれば、自然界の超越的な法則と結びつくような印
象を受けるかもしれない。しかし、彼の絵に凄みを感
じるのは、それが、対象の質感までも写しとる超絶的
な技巧で描かれているからではなく、対象物が現実に
存在しているという圧倒的な事実による。そのことは、
礒江の描く静物画を見ればよくわかる。モチーフとな
るのは、マルメロや葡萄、アケビ、花、野鳥の肉、ワ
インの瓶、頭蓋骨であり、それらは繰り返し同じ構図
で描かれている。「物」を凝視することによって、そ

れを見る自己を根源的に問い直しつつ創造されたこれ
らの静物画を見ていると、あらかじめ記号化された、
既成の見方そのものの虚構性を突きつけられるような
気がする。
　たとえば、緑青のついた真鍮の盆と、その上に、皮
をむしられた鶉が二羽並んで置かれた絵。あるいは、
盆や背景を取り去り、白い紙に、ただ、二羽の鶉が並
んで存在している絵。《静物（盆の上の鶉）》と、その
翌年に描かれた《静物（鶉）》からは、「鶉の肉」の皮
下に透けている血管や筋肉、臓物まで見通した上で描
かれていることがわかる。礒江は、とある手紙のなか
で、「物をよく見るということは、物の成り立ちを見
極め、やがてそれを解体、解剖することだと思うよう
になった」と書いている。ただ「見る」といっても、
その行為は、「物」から、言葉によって張りつけられ
たさまざまな意味を注意深く剥ぎとっていかねばなら
ないものだ。対象を見つめ、その「物」以上の意味を
描くことをストイックに禁じ、作家が文字通り命を
削って、対象の前に踏みとどまって描くこと。そのよ
うにして「実在」させられた絵を前にして、それを見
る者が、安易に意味づけをしたり、ましてや何らかの
観念性を付与したりすることは避けねばならない。
　このことは、ある種のネイチャーライターが自然を
描くときに直面する、表象の問題とも深く関わってい
るように思える。言語の問題に極めて意識的であった
アニー・ディラードが、束の間おとずれる自然との「生
の出会い」という瞬間を追い求めたように、おそらく
礒江毅もまた眼前に存在する物それ自体を捕えようと
格闘している。途方もない時間を費やして描かれた作
品は、そこで描かれている対象そのものが内包する時
間とともに、たしかにそこに存在しているのである。

《参考文献》
『 増 補 磯 江 毅 － 写 実 考 Gustavo Isoe’s Works 
1974-2007』東京：美術出版社, 2011. 

磯江毅（Gustavo Isoe）と写実画磯江毅（Gustavo Isoe）と写実画
ASLE-J-Grad［院生組織より］

小　椋　道　晃（立教大学・院)　　小　椋　道　晃（立教大学・院)　　
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広報からのお知らせ
　広報では半年に一度程度、ASLE-J書誌情報の更新版をアップロードしております。今後も定期的に情報の更
新をしていきたいと思いますので、会員の皆様のご出版やご活動等の情報を広報委員の大野美砂
（misa@kaiyodai.ac.jp）までお送り下さい。
　2012年の初夏に次の更新を予定しております。具体的な締め切りなどにつきましては改めてご案内をさせて

　10月29日（土）東京新宿の明治安田生命ホールで
思潮社の主催により、ゲーリー・スナイダーと谷川
俊太郎の詩の朗読会が開催された。スナイダー氏は、
2007年8月、金沢市で開催された日韓合同シンポジウ
ム以来の来日となった。日米両国を代表する詩人の朗
読会とあって、前売券は完売、会場のおよそ300席は
満席、数少ない当日券を求めて並ぶ盛況ぶりであった。
本朗読会は、それぞれの詩人の朗読と互いの初期の詩
のバイリンガルリーディングとトークいう構成であっ
た。獨協大学の原教授より、詩は声の文化であり、詩
の文化の伝道を太平洋を越え半世紀以上に渡たり実践
してきた二人の詩人（ココペリ）について説明がなさ
れた。引き続いて、スナイダー氏が「パイユート・クリー
ク」や「かささぎの歌」等を朗読した。次に谷川氏が
詩集『私』より、「自己紹介」や「さようなら」等を
朗読した。バイリンガルリーディングの部では、『リ
プラップと寒山詩』より｢リプラップ｣、「東寺」、『二十億
光年の孤独』より｢飛行機雲｣や「博物館」を互いに朗
読した。スナイダー氏は、「谷川さんの詩は自分より
も純粋だ、しかしこの飛行機を考えるとアメリカ人と
して罪の意識に苛まれる」と語った。谷川氏は、スナ
イダー氏が宮沢賢治を初めて英訳した業績について触
れ、宮沢賢治とスナイダー氏の共通点、つまり、詩の
具体性と自然に根を下ろした詩人であることなどを述

べた。スナイダー氏と谷川氏の朗読会は実は今回が二
回目で、1971年に谷川氏と片岡ユズル氏がニューヨー
クで詩の朗読を行った際、スナイダー氏も参加した以
来であると説明され、その当時の写真が公開された。
1971年に谷川氏がスナイダー氏の自宅であるキット
キットディジーを訪れた際の思い出話となり、「なぜ
そこに暮らしたのか」と谷川氏が問い、スナイダー氏
が自分の「再定住」について語る場面もあった。最後
にスナイダー氏の未発表の詩集Stories in the Night 
から「夜話」をバイリンガルリーディングして終演と
なった。この収益は二人の詩人の意志により東日本大
震災の義援金として寄付される。

高　橋　綾　子高　橋　綾　子 ( (長岡技術科学大学長岡技術科学大学))　　　　

「太平洋をつなぐ詩の夕べ　ゲーリー・スナイダー＆谷川俊太郎」「太平洋をつなぐ詩の夕べ　ゲーリー・スナイダー＆谷川俊太郎」
報告　ポエトリー・リーディング

 （撮影：吉原洋一）
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＜2011年度ASLE-Japan ／文学・環境学会全国大会総会のご報告＞
　2011年８月27日（土、12：30 ～ 13：30）に、明治大学生田キャンパス（神奈川県川崎市多摩区東三田１－
１－１）中央校舎６階メディアホールにて、2011年度総会が開かれました。まず、審議事項として、2010年度
会計および監査報告、2011年度予算案、役員改選案、次年度全国大会案、ニューズレターへの広告掲載に関す
る案、会費未納者の扱いに関する案、海外出版社からの論文再掲載許可要請への対応に関する案について担当役
員より説明があり、審議を経て了承されました。続いて、2010年度活動内容、会誌・ニューズレターの発行、
現会員数（177名）、ASLE-Japanホームページにおける「環境文学用語集」公開と「会員書誌情報」更新につい
ての報告がありました。その他、東日本大震災を受け、会としては被災者の年会費免除という形で支援姿勢を示
していくこと、また、復興支援を目的とした書籍『ろうそくの炎がささやく言葉』（管啓次郎ほか共編著、勁草

事 務 局 よ り

いただきますが、情報のご連絡はいつでもお待ちしております。既にこれまでに情報をお寄せいただいている方々
は、新しい情報のみをお知らせください。これまで情報をお寄せいただかなかった方々からのご連絡もお待ちし
ております。どうぞよろしくお願いいたします。 ASLE-J　広報委員　喜納育江、大野美砂、河野千絵　　

寄贈図書
　次の図書を学会に寄贈していただきました。ご寄贈くださいました皆様、誠にありがとうございました。お読
みになりたい方にはお貸ししますので、事務局までご連絡ください。なお、送料はご負担ください。
　多田満著『レイチェル・カーソンに学ぶ環境問題』東京大学出版会、2011年。
　日本ポー学会Newsletter編集部編『Newsletter』　No.8、2011年。
　エコクリティシズム研究会『エコクリティシズム・レビュー』No.4、2011年。
　伊藤詔子監修、横田由理他編著『オルタナティヴ・ヴォイスを聴く―エスニシティとジェンダーで読む現代英

語環境文学103選』音羽書房鶴見書店、2011年。

書誌情報
Clark, Timothy. The Cambridge Introduction to Literature and the Environment. Cambridge U.P, 2011.
Oppermann, Serpil, ed. The Future of Ecocriticism: New Horizons. Cambridge Scholars Publishng, 2011.
伊藤詔子監修『オルタナティブ・ヴォイスを聴く』音羽書房鶴見書店、2011 
尾関周二他編著『〈農〉と共生の思想－農の復権の哲学的探究』 農林統計出版、2011
喜納育江『〈故郷〉のトポロジー』水声社、2011年
笹田直人編著『〈都市〉のアメリカ文化学』ミネルヴァ書房、2011
管啓次郎、小池 桂一『野生哲学－アメリカ・インディアンに学ぶ』 講談社、2011   
多田満『レイチェル・カーソンに学ぶ環境問題』東京大学出版会、2011
野田研一編著『〈風景〉のアメリカ文化学』ミネルヴァ書房、2011
波戸岡啓太『ピンチョンの動物園』水声社、2011
山里勝己編著『〈移動〉のアメリカ文化学』ミネルヴァ書房、2011
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　今回は新たにニューズレター編集委員メンバーの入れ替えもあり、どたばたの中での作業でした。ただ会を支え
て下さる多くの会員の方々が寄稿して下さり、おかげさまで何とか無事に発刊にこぎつけました。この場を借りて、
心から感謝申し上げます。
　「環境」にとって、「文学」にとって、この経済／国際／社会状況は、圧倒的に逆風ばかりのように思えます。し
かしながらその中でも、ASLE-Jが存在し続け、このようなニューズレターが発行し続けてられるのは、ひとつの
驚異のように思え、また過酷な世界におけるひとつの「良心」の存続のようにも感じられます。そうであるならば、
私達のささやかな仕事は、嵐の中でこの蝋燭のともしびを守り続けることなのでしょう。願わくば、この光がこの
世界の闇間を僅かでも照らし出しますように。 （編集委員一同）　

書房、2011年）を全国大会会場にて販売することが報告されました。なお、今回の総会およびそれに先立つ役
員会では、この２年ほど大幅な歳出超過の傾向があり、そうした会計実態の改善に向けた対策をとる必要性も指
摘されました。

＜2012年度ASLE-Japan ／文学・環境学会全国大会を近畿大学にて開催します＞
　来年度の全国大会は、辻和彦委員を大会実行委員長とし、2012年８月31日（金）～９月２日（日）の日程で、
近畿大学にて開催することとなりました。
　　　と　き：2012年８月31日（金）～９月２日（日）
　　　ところ：近畿大学（東大阪市小若江３－４－１）
　　　※プログラムの詳細については、確定次第、会員メーリングリストやASLE-Japanホームページにて
　　　　お知らせいたします。
　2012年度全国大会での研究発表、ラウンドテーブル、シンポジウムを募集します。
　タイトル、発表要旨（800字程度）、連絡先を辻和彦大会実行委員長（近畿大学）までお送りください。
　　送付先：〒577－8502　大阪府東大阪市小若江３－４－１　近畿大学文芸学部　辻和彦研究室
　　締　切：2012年４月25日（水）

＜会費納入のお願い＞
　2011年６月発行のNewsletter　No.30 に添えて、会費納入のお願いをいたしました。会費未納の方は、
　至急、下記郵便口座へお振込みください。（一般5,000円、学生2,000円）
　　　口座番号　01300－0－93821
　　　加入者名　文学環境学会（フリガナ：ブンガクカンキョウガッカイ）

＜会員名簿情報の訂正・更新について＞
　会員の皆様へ、事務局より改めてお願いがございます。名簿掲載事項【氏名・連絡先住所・電話番号・メール
アドレス・所属・研究分野】に変更がございましたら、すみやかに事務局補佐・高橋（tayako@vos.nagaokaut.
ac.jp）まで直接ご連絡ください。事務局としては、ご本人と名簿管理担当者とが直接やりとりをすることで正
確な情報管理をしていきたいと存じます。なお、次回の会員名簿作成は、2012年度となります。入退会にとも
なう新規情報追加や旧情報削除、および、今後の名簿掲載事項変更につきましては、2012年度会員名簿にて反
映させていただきます。
　ご協力の程、どうぞよろしくお願い申し上げます。

編集後記


